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ソグ ド語雑 録(IV)

吉田 豊

0は じ め に

本稿 は 「ソ グ ド語雑 録(III)」(『 内陸アジア言語の研 究』V(1989),1990,(91

(0>
一107頁)の 続編であ り,ソ グ ド語 に関する雑多な問題を扱う.

1動 詞B'Wと 過去 不 定詞 の構 文

動詞B'wと 過去不定詞の組合せは従来3例 知 られている.そ れらは次の通 り
(1)

で あ る,ど れ も動 詞tys「 入 る」 の 過 去 不 定 詞tγtyを 支 配 して い る,

(1)ywn'yδtr蓉'nt(kw)[knδh】s'r'xwrwstlnym'yδkwknδBrprm'蓉kr'k

蓉w'γrβMNpr蓉p'rmyr'nt1-LPwxr蓉y'khB'w'nttγty'wyhknδyhZKw

knδBrt8ynt'nt_(Pelllotsogdienl3,1-4;N.Sims-Williams,1刀18,1976,

pp.54,56)

「(悪 魔 た ち は)す ぐ さ ま 城 へ と 逃 れ た.ル ス タ ム は か く し て,城 門 ま で 追 い

か け て 行 っ た.多 く(の 悪 魔 た ち)は 踏 み つ け あ っ て 死 ん だ.1000匹 が か ろ

う じて(?)… し,城 門 を 閉 じた.」

(2)xw'Bc'npδ'ykt"ptc'nwkwsm'wtrys'r(')[wpt'nqs'trw蓉'飢ZY

話r'kfyゼys'ntyw'rZ(Y)[c'](n】OwB'w'yntwδ'yδcntrt(γ)tyrty(蓉n)

[ZK蓉r'kZYx](w)rwヨ's('t)〔'nc'yt]_(W.Sundermann,E'川 ηαπ'一

c履 ∫∫c乃一ぶogんむ3chε5Pαroわ θ'わ麗ch,BTTl5,Berlin,1985,p、22,墨L37-40)

「こ の 世 の 河 川 は 大 海 に 落 ち る 場 合 に は,す べ て(音 を 立 て て)流 れ,音 を

立 て な が ら そ こ に 達 す る.し か し そ こ の 中 に … す る と,そ の[音 や]流

(0)引 用 されたソグ ド語のテキス ト中の[角 括弧]は,完 全な破損部 を,(丸 括弧)は 文

字の一部が残っている部分的な破損部を示す.

(1)文 脈 が明らかになるように,や や長めの引用になっている.
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れ はすべ て[止 むのであ る]」

(3)rtyc'Bxtwmrtxm'ytptn[wyptn]wyB'w'nttγtyrtykt'rprnγ'w蓉'kyh

Z(Y)kt'rpr'rt'wyh'w蓉t'ynt_(Sundemlann,ρ ρ.c猷,p.24,11.75-77)

「どれほ ど多 くの人 々が新たに … して も,聴 者 あるい は僧侶 階級 の中に

(適切 な)位 置が定 め られる」

かつてSims-Williamsが 上記 の(1)の 例 を翻訳 した際,Gershevitchは 問 題の

部分 を 「どうにか入 ることがで きる」と訳す こ とを提案 し,B'wは この場合 「近

づ く」を意味す る語 ではな く,「 足 りる,十 分 である」を意味 する別の動詞で あ

(2)
る と した.Gershevitchは(2)と(3)の 例 で も同 じ解釈 を提案 した.一 方Sims-

Williamsは,(2)で も(3)で も 「どうにか入 る ことがで きる」とい う訳 は文脈 に

合 わないだ けで な く,「 足 りる,十 分 である」を意味するB'wが 支 配す る不定詞

が いつ もtγtyで あ るの は奇妙 で あ り,B'wは 「近づ く」を意味す る動 詞で あろ

う とした.Sundemannは このSims-Winiamsの 提 案 に従 って,問 題 の部分 を
(3)

"sichnahren
,(umdort)einzutreten"と 翻 訳 した.

筆 者 は こ れ ら と は 別 に,既 に 発 表 さ れ た 資 料 の な か に 同 じ く動 詞B'wと 過 去

不 定 詞 の 組 合 せ が も う1例 あ る こ と に 気 付 い た.し か も そ の 例 で は 支 配 さ れ た

(4)

動 詞 はpr'yslpr"γt「 到 着 す る 」で あ り,tysltγt一 で は な い.

(4)rtyZKwyttrc'wnrxw蓉n'γrwδmnwhc'δrs'rrty'xwzγ'rtB'wpr"γt

kyw'yδRBkδx蓉th'kwty'xwswδ"忌n蓉w'y'skwn'Byz'xwkrty'wδpr

wrz<wn'>mz'yxknδh'PZYγrBykr"mth'PZYmz'yx"ph'PZYγrBy

xwrtBrchwn'khZYznkznk'n'sprγm'wZYγrBymγ δ'kwZYγrBy

mrtxm'ytZY'stwr-Pδ'k...(E.Benveniste,V8∬ απ∫αrαノ励盈 α,Paris,1946,

(5)

pp.53-54,lL828-836)

(2)Gershevitchαp認Sims-Wnliams,`わ 鼠 参 照.

(3}Sundermann,oP.c".,P,43参 照.

(4)し か しなが らこ の場 合 も,同 じ語 根 か ら派 生 した移 動 を 表す 動 詞 で あ る こ とは注 意

す べ きで あ る.

(5)Benveniste,op.cε'.,p.95の 提 案 に従 っ て,wn'を 補 っ た.
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「彼(=帝 釈 天)は 天 国から下界 に向けて出発 した.彼 は急 いでス ダー シャ

ンが苦労 して進 んでい るその砂 漠に … した.そ してそ こで奇跡 を起 こ

し,大 きな城,多 くの村,大 きな河川,多 くの果樹,種 々の花,多 くの果

物,多 くの人間や家畜 を現 した」

BenvenisteはB'wを 「近 くに」を意味す る副詞 である と考 え,問 題 の箇所 を"et

parvintrapidementaug㎜dd6sert"と 翻 訳 した.し か しソグ ド語 にB'wと い う動

詞が存在 する ことと,上 の3つ の例 を参考 にす るな らば,こ こで も同 じ構文が

用 い られてい ることは疑い ない.

と ころで(4)の 例 では,主 語 となっているの は"δBγ すなわち帝釈天で あ り,

(6>

「どうにか到着することができる」という訳 は問題にならない.ま た「近づいて

入る/到 着する」あるいは「入る/到 着するために近づ く」と訳すことは,入 っ

た り到着 した りする場合には,必 ずその対象 に近づ くことになるのであまり意

味がない.さ らに(2)や(3)の 例では,河 川や人々が,音 を立てるのを止めた

り聴者あるいは僧侶階級のどこかに地位 を定められるのは,各 々大海やマニ教

教団に入 ってからのことなので,そ の点からもこの訳は受け入れ難い.

ところでソグド語で過去不定詞を支配する動詞は,"γ'z「始める」,Br'γ'z「始

める」,k'm「 欲する」,prm'y「命令する」など特別な意味を持ってお り,こ の例
(7)

でもかな り限定された意味範囲を想定すべきかと考えられる.そ れ故筆者はこ

の構文を 「～するとす ぐに,～ するや否や」と訳 してみてはどうかと考えてい

る.す なわち:(1)「 … 城 に入るや否や城門を閉 じた」;(2)「 … その中

に入るや否や,そ の音や流れは止むのである」;(3)「 … 新たに(教団に入っ

(6)"δBγ が 「イ ン ド ラ 」 に 対 応 す る こ と に つ い て は,H.Humbach,"Vayu,Sivaund

derSpiritusvivensimostiranisckenSynkreIislnus",in:Mo朋 〃18η襯 η1H.£1>yわ θr8,

1,ActaIranica4,Tehran-Li6ge,1975,pp.397.408を 参 照 せ よ.

(7)Y.Yos血ida,``OntheSogdianinfinitives",.10麗 アηαJqブA∫'α η 伽4、4」 師cα π3伽4ゴ 召5

18,1979,pp.18i-95参 照.な おB'w「 十 分 で あ る 」か ら 派 生 し た 形 容 詞b'wwny「 ～

で き る 」が,前 置 詞prと 現 在 語 幹 か ら な る 不 定 詞 を 支 配 し て い る 例 が 知 ら れ て い る.

Yoshida,α π.c髭.,p.191及 びNSims-Williams,ThεC嗣 画 飢3084」 飢 海αη麗5cアεp∫

C2,BTT12,Berlin,1985,p.77参 照.
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ても)入るや否や … に位置が定められる」;(4)「 … 砂漠に到着するや否

や,奇 跡を起 こし ・・弓 のように,「～するとす ぐ」は上の4つ の例のすべて

で文脈にふさわしい翻訳であるからである.し か し依然として,何 故この構文

が基本的に同 じ意味の動詞tys「入る」とprys「到着する」にだけ認められるの
(8)

かという疑問は残る.ま た「～するとすぐ」の翻訳が正 しい としても,本 動詞の

B'wが 「足 りる,十 分である」を意味するのか 「近づ く」を意味するのかが明か
(9)

ではない.さ らにその意味が派生する経緯 も不明である.

2サ ン ク ト ・ペ テ ル ブル グ の 『僧 伽 哺 経 』の 原 典

最 近G.Canevasciniは,懸 案で あった コー タ ン語 の 『僧 伽吃経 』の再校 訂 を
(10)

行った.そ の際彼は,コ ータン語の写本だけでなく,ギ ルギットで発見 された

サ ンスクリットの写本 も発表し研究者の便宜 を図ってくれている.彼 の報告に

よればコータン語の写本は全部で27種 類,サ ンスクリットの写本は7種 類存在

する.そ して前者は字体などから5-8世 紀頃のものと考えられ,後 者は6-

7世 紀頃のものであるという.ま たコータン語訳は5世 紀前半には作成 されて
(11)

いた とい う.

一 方漢訳 された 『僧伽 託経』は3種 類 存在 して いる .こ の うち 駄 正』No.423
(12)

は538年 の 訳で あ り,同No.424は10世 紀 の訳 である.ま た『宋蔵 遺珍 』に収 め

(8)M6807に み られ るB'wp(r')γtも お そ ら く同 じ構 文 の一 部 で あ ろ う.M.Boyce,A

cα'α'08麗ερμ 舵 〃αη'αη 配αη翼5c吻'5∫ πM伽fcん8α 〃 ∫cゆ'fη 伽G¢r〃2伽7駕 吻 陀

co〃 εc∫∫oη,Berhn,1960,p.127参 照.し か し残 念 な こ と に こ の 断 片 の 文 脈 は不 明 で

あ る.』

(9)「 近 づ く」か ら派 生 した とす る と,「 ～ す る こ とに 近 づ く」 〉 「～ しそ う に な る 」〉

「ま だ 完 全 に ～ して い な い(と き に)」 の よ う な経 緯 を想 定 で き るか も しれ な い.

(10)Canevascini,跳8陥o'α πε∫85伽8肱`α5耽 α,Wiesbaden,1993参 照.な お この

経 典 の 研 究 の 歴 史 に 関 して はR.E.Emmerick,A8κ'48'o'舵'舵rα'雄 θげ κ加'観,

Tokyo,1992,pp.29-30も 参 照 せ よ。

(11)Canevascini,op.c`'.,pp.xii-xv参 照.

(12)Canevascini,oP.c".,P.x量i参 照.
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られたものは完本ではないが,宋 代の訳に違いなく上記のNo.424と あい前後
(13)

する時代の ものである.従 って,伝 存する漢訳のなかではNo.423が コータン

語やサンスクリットの写本と近い時代の ものである.実 際に内容 を比較 しても

そのことは明らかで,こ れらは互いに非常に近い関係にある.こ れに対 して後

の2つ の漢訳は,相 当増広された部分がある一方で,省 略された箇所 もあ り,

両者に共通 し他の3つ の資料 と相違する部分が多い.そ してこれらの資料か
(14)

ら,『 僧伽 咤経』のテキス トの地域 ・時代 に よる差異の幅 の概 要が知 られ る.

『僧伽 托経 』はソグ ド語 に も翻訳 され てお り,現 在 までの ところ3種 類の写本

が発見 されてい る.そ れ らはサ ンク ト ・ペ テルブルグに保管 され てい るクロ ト

コフの収集品の うちの2種 類 の写本(L38,etc.及 びL8)と,ベ ル リンに保管 さ

れてい る トル ファン ・コレクシ ョン中の1種 類の写本(So20165=TIII§313,etc.)

(15)

である.現 在までのところこれらには,内 容的に重なり合 う部分は知 られてお

らず,互 いに独立 した訳なのか同じ訳の異なる写本なのかを決定することはで
(16)

きない.ソ グド語訳の『僧伽託経』を比定し,上 記の3種 類の写本が存在するこ

とを発見 したのはSims-Williamsで あるが,彼 ははっきり対応箇所を特定で き

るL38等 について当時知 り得た梵本,チ ベ ット訳,コ ータン語訳及び漢訳 と比較

(13)「 宋 蔵 遺 珍 」の資 料 の 存在 を筆 者 に教 示 され た 熊 本 裕 氏 に感 謝 す る.

(14>チ ベ ッ ト訳 も考 慮 す る 必要 が あ る が,梵 本,コ ー タ ン本 及 び 漢 訳 と一 致 す る よ う

な の で,こ こ で は考 慮 し ない こ と にす る.こ の 点 に 関 し て はCanevascini,op.d'.,

p.xviiを 参 照 せ よ。

(15>こ れ ら に 関 して は 拙 稿 「ソグ ド語 仏 典 解 説 」「内 陸 ア ジ ア言 語 の 研 究 』VII(1991)

108頁 参 照.(以 下 「解 説 」と略 す).な お ベ ル リ ンの 資 料 は そ の整 理 番 号 か ら判 断 し

て,ト ル フ ァ ンで は な くシ ョル チ ュ ク で発 見 され た可 能 性 が 高 い.こ の こ と につ い て

はSundermann,``HrstresuRsofcooperativeworkbetweenRyukokuUn藍versity

andtheAcademyofSciencesofGDRonBuddhistSogdianTurfantexts",ln:τ ゐθ

侃 耀 α」5(ゾ 伽 ∬η∫∫'傭θ げB麗44配 ∫'α"μrα'5駕4`ωRy威o疋 駕 こ1η'v6r5"y12,

1989,PP.12-18参 照.

(16)ベ ル リ ンの 資 料 は未 発 表 で あ る が,So20165の み は,1992年 秋 に調 査 し,漢 訳 に

対 応 す る 箇 所 を比 定 した.拙 稿 「ソ グ ド語 仏 典 解 説 補 遺 」「内 陸 ア ジ ア言 語 の 研 究 』

VIII(1992)137頁 参 照.な おL8は 小 さい 断 片 で 対 応 す る箇 所 を比 定 で き て い な い.
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し,L38等 はそのうちのどれともぴったりと対応 しないことを明らかにした上

で,ソ グ ド語版は未知の原典からの訳あるいは,既 知の原典からの相当自由な
(17)

ソグ ド語訳(あ るい はむ しろ翻案)で あ ろう と結論 した.

上 で も述べ た ように『僧伽 託経』のテキス トの変異 の幅 はほぼ明 らか になって

いるが,調 査 してみ ると現存 する ソグ ド語 のテキス トの内容 は,そ の幅 の範 囲

内には納 まらない ことが分 かる.い ま比較のために,L38等 のテキス トとCane-

vasciniの テ キス トのセクシ ョンとの対応表 を作 ると下記 の ようになる.便 宜 の

ためにL38+L39(全40行)を 断片Aと 呼 び,残 りのL41等 を接 合 した もの(全
(18)

73行)を 断 片Bと 呼 ぶ こ と に す る.ま た 漢 訳No.423とNo.424の 対 応 箇 所 も掲

げ て お い た.こ れ ら は こ こ で は 各 々C及 びDと 略 し,『 大 正 』の テ キ ス トの 頁 と

(19)

段 及 び 行 数 に よ っ て 指 定 し た.

§196:Al-4;C69b5-10;D88c19-26
(20)

§197:A4-6;C69blO-12(20)

§198:A7-9;C69bl2-17

§§lgg-204:ソ グ ド語 版 で は 対 応 す る 部 分 が な い.

§205:AlO-16;C69c28-70a8;D89b29-c9

§206:A16-24;C70a8-14;D89clO-20

§207:A24-27;C70a14-19;D89c20-23(
21)

§208:A27-33;C70a19-24;D89c23-90al

(17)Sims-W田iams,830A∫41,1981,p.234参 照,

(18)テ キ ス トの 接 合 状 況 に 関 し て はSims-Will丘ams,枷4.参 照.

(1g)『 宋 蔵 遺 珍 」所 収 の もの で は 対 応 す る箇 所 が 失 わ れ て い るの で,こ こ に は含 め られ

な い.な お 「大 正 」の 頁 数 の 百 の 桁 は省 略 した.実 際 に は 数 字 の 最 初 に9を 加 え る と

実 際 の 頁 数 に な る.

(20}Dで は対 応 す る箇 所 が 見 あ た ら ない.

(21)ち な み に32-33行 目は 次 の よ うに転 写 され る:

c'wncyw'yδ'nB'ntジMt'鵬'kLpゼywy'rZ【Yl(33)cx"kwntyskwnrtyBγprw

pr'ywyδ 蓉wBγyxwビwずn'ntk'(B'?)

「この 故 に彼 は私 と喧嘩 し争 って い る の です.神 で あ る王 様 は そ の こ とを ご承 知 下 さい」

こ こ で は 菖wは 明 らか にBγyxwt'wに か か る 冠 詞 で あ り,3人 称 単 数 のencliticの

代 名 詞 と解 釈 す る こ と はで き ない.し か も直 接 引 用 の 部分 で あ り,こ の冠 詞 が2人 称
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(22)§209
:A34-40+Bl-2;C70a24-b5;D90a2-19

§210:B3-10;C70b5-9;D90a23

§211:BlO-18;C70b9-13;D90a23-b2

§212:Bl9-30;C70bl3-19;D90b2-10

§213:B30-35;C70b19-27;D90blO-23

§214=B36-56;C70b28-cll;D90b24-c15

§215:B56-63;C70cll-17;D90cl6-27
(23)

§216:B63-68;C70c17-23;D90c28-91a6

§§217-218:ソ グ ド 語 版 で は 対 応 す る 部 分 が な い.

§219:B68-70;C71aH-17;Dgla15-23

§220:B70-72;C71al8-22;Dgla23-28

(24)

§221:B72-73;C71a22-28;D91a28-b5
(25)

上記の対応状況からも理解されるとお り,§§197-198の ように,10世 紀の訳

である漢訳D本 には対応する箇所がない場合がある.ま た一般的に言って,D

単 数 に 関 わ る もの で あ る こ とが分 か る.こ の よ うな従 来 知 られ てい なか っ た冠 詞 の 存

在 と 機 能 に つ い て はSims-Willlams,"ThetriplesystemofdeixisinSogdian",

rrα那 αc∫εoπ∫ げ'舵P捌oJo8ゴcα 」∫oc'8'y92,1994,pp.41-53を 参 照 せ よ.

(22)§ §209-210で は,ソ グ ド語 版 は 独 自の 展 開 を示 して い る う え に,断 片Bの は じめ

の 部 分 の 破 損 も著 し く,対 応 関 係 が い ま ひ とつ 判 然 と しない.§210はB7か ら始 ま っ

て い る と考 え るべ きか も しれ ない.な お 文書 の実 物 を調 査 した とこ ろ,Aの23行 目に

紙縫 が 見 え る.Bの 断片 か ら この 文書 で は1紙 に ほぼ23行 が 書 か れ て い る こ とが わ か

る.断 片Bで は22行 目の す ぐ下 に紙 縫 が あ るの で,断 片Bは 紙 縫 付 近 か ら始 ま っ て い

た に違 い ない.従 って 断 片AとBの 間 には さ らに6行 程が 破 損 して い る こ と に な る.

(23)た だ し ソ グ ド語 版 で は,は じめ の 薬 上 菩 薩 の 世 尊 に対 す る 質 問(C70c17-19;

D90c28_91a2)が 欠 落 して い る.

(24)破 損 が ひ ど く対 応 は確 実 で は な い.ま た そ の 比 定 が 正 しい と して も,ほ と ん どの

部 分 は破 損 して い て,最 初 の ご く一 部 が 残 っ て い る だ け で あ る.

(25)ち な み にSo20165(全19行)に つ い て も同様 の対 応 表 を作 成 して お く.ソ グ ド語

の テ キ ス トの 略 号 はSoで あ る.

§106:Sol-5;C64c17-21;D83c1レ17

§107:So6-12;C64c21-23

§108=So12一 藍9;C64c23-29;D83c-84a3

た だ しDの テ キ ス トと は か な り異 な っ てお り,こ こで 掲 げ た 対応 は 便 宜 的 な もの で あ

る.
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本 との相違はかな り大きく,ソ グ ド語版は梵本や漢訳Cな ど早い時代のテキス

トにより近いことは明らかである.こ のことは注25で 示 したベルリンの資料で

も言えることである.次 に梵本や漢訳Cと 比較すると,こ れ らには存在するの
(26)

にソグ ド語版には完全に省略されている部分(§§199-204;§§217-218)が ある.

この部分は,テ キス ト全体の話の流れの中では話が比較的に込み入っている部

分であり,省 略 してもス トーリーの理解には支障がないといえるだろう.ま た

対応部分が存在する場合で も,§205に 典型的に見られるように,修 行の段階を

表すsrota-apattiなどの教義に関わる術語は完全に省略されている.一 方で一 日

で樹木が成長 した話のように,分 かりやすい物語的部分はかなり自由に拡張 し

ている.

このことからソグド語版の訳者は,梵 本あるいは漢訳Cの ような早い時代の

『僧伽旺経』を原典 として,教 義に関わる部分や繁雑で分かりにくい部分を省略

する一方,理 解が容易で読んで(あ るいは聞いて)面 白い部分はかなり自由に拡
(27)

張 して翻訳 したものと結論できるであろう.類 似の事例は『華厳経』のソグ ド語

訳にも認められた.そ こでもス トーリーの展開に関わる部分だけを抜 き出し,
(28)

非常に簡略な訳文にしていた.つ まりソグド語版と一致する内容の未知の原典

を想定する必要はないと考えられる.で はソグド語版の訳者が原典として実際

に利用 したのはどのテキス トであったろうか.内 容面からこの問題に答えるこ

とは難 しいが,ソ グ ド語仏典の多 くが漢訳仏典からの重訳であることを考慮す

(26)前 者 に つ い て はSims-Williamsも す で に気 付 い て い た.Sims-Winiams,ゴ わ鼠

n.3参 照.

(27)こ の こ とはSo20165に 関 して も言 え る.従 って もう一 種 の テ キ ス トで あ るL8に つ

い て もそ うで あ っ た ろ う.つ ま り小 断 片 で あ るL8に 対 応 す る箇 所 を特 定 す る こ とは困

難 な わ け で あ る.

(28)Yoshida,``BuddhistSogdiannotes",in:R,SchmittandP.0.Skjaerv¢(eds.),

∫甜4'αGrα ηηπα∫'cα1rαη'cα.Fω'∫c加 加 μrπ 伽 ηめαcん,Munich,1986,pp513-24

特 にpp517-18参 照.
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(29)

れば,漢 訳Cが 原典であった可能性が最 も高いといえるだろう.

筆者はかつてソグ ド語仏典の原典に関する問題を論じた際,漢 訳仏典を原典

としながら,そ れを自由に翻案 したソグド語仏典が存在することを明確に指摘
(30)

することがで きなかった.し かし『僧伽託経』と『華厳経』はほぼ確実にそのよ
(31)

うな例であり,今 後 もこの種の事例が新たに発見される可能性がある.従 っ

て,漢 訳仏典を原典にしたソグ ド語仏典には,原 典に比較的に忠実で(あ る場合
(32)

には著 しい直訳で原義が損なわれていることす ら)あるもの と,そ れをかなり自

由に翻案 した ものがあることになる.現 在までに知られている例では前者の例

が大半であったため,ソ グ ド語仏典全体がそうであるような印象 を与えてき

た.残 る問題はP[elliotsogdien]2の ように,い くつかの漢訳仏典の抜粋 をつな

ぎあわせて翻訳 したテキス トの成立に関わるものである,そ の種の原典が既に

存在 していたのか,あ るいはソグ ド語訳の作者の手になる ものかが分からな
(33)

い.し か し今回のような事例から,ソ グ ド人仏教僧侶が原典に対 してかなり自

由な改変を加えることができたことが判明 し,そ のことを考慮するとP2の よ

うなテキス トも,ソ グド入自身が編集した可能性が高いのではないだろうか.

3ソ グ ド文字 のアル ファベ ッ ト

現在龍谷大学図書館に保管されている大谷探検隊将来のソグド語写本の中の

(29)ソ グ ド語訳の成立や写本の時代に関 しては,原 典 と考えられる漢訳Cの 成立以降

であることだけが明らかである.無 論他のソグド語仏典と同様,7-8世 紀 ごろのも

のであると見なすことを妨げる証拠 も存在 しないので,当 面その時代の成立と考えて

良いだろう.最 近筆者は巻子本の場合,紙 のサイズ と紙質によって,敦 煙及び トル

ファンをはじめとする東 トルキスタン出土のソグ ド語仏典の書写年代を,8世 紀後半

の唐の撤退以前と以後に分類できるのではないかと考えている.そ の点か ら言えば

L38等 は唐の撤退以後であり,SQ20165は それ以前である可能性が高い.こ の問題に

ついては別に論文を準備中である.

(30)「 解説」101頁 参 照.

(31}「 解 説」110頁no.22(ii)の 『薬師経』もこの種のテキス トか もしれない.

(32)「 解説」97頁 参照.

(33)「 解説」113-14頁no.38参 照.
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1点(No.2502)は,ソ グ ド文字 を横書 きとみて,横15.9cm・ 縦3.lcmで,す き

縞 のない紙 であ る.奇 妙 な文字の羅列 に見 え るこの断片 は,ソ グ ド語 の アル

フ ァベ ッ トを書 き写 した ものであるこ とが判 明 した.出 土地の記録 はないが,

大 谷探検隊 の活動 と,こ のコ レクシ ョンの他 のソグ ド語資料の ほ とん どが トル

フ ァン地 区で入手 された ものである ことか ら判 断 して,こ れ も トルフ ァン地 区

(34)

で出土したものであろう.

既 にソグド文字のアルファベ ット表は何種類か発見されているが,そ れらは

基本的に西 トルキスタンで発見されたものであり,東 トルキスタンで発見され
(35)

るのはこれが初めてである.東 トルキスタンではウイグル文字のアルファベッ

ト表は発見されているが,そ れらは本来のアラム文字からウイグル語の表記に

は用い られない5文 字を除いた17文 字 と,新 たに加えられた4文 字から成 り
(36)

立っている.と ころでこの断片は22文 字から成 り立っているので,ウ イグル文

(34)他 に楼 蘭 で 発 見 され た と考 え ら れ る古 い手 紙 の 断 片 が1点 知 ら れ て い る.こ の こ

とは 別 に 準 備 中 の,同 コ レ ク シ ョ ン全 体 の 報 告 書 に発 表 す る.

(35)西 トル キ ス タ ンで 発 見 さ れ る ソ グ ド文 字 の ア ル フ ァベ ッ トに は,ペ ンジ ケ ン トの

遺跡 の 発掘 に よっ て 出 土 した もの と,イ ス ラ ム 時代 の ア ラ ビア語 及 びペ ル シ ア語 史料

中 に 引用 さ れ る もの の2種 類 が あ る.前 者 は考 古 学 者 に よ れ ば8世 紀 前 半 の もの と考

え られ るが,現 在 ま で に2点 が発 表 され て い る.1つ は 陶 片 に書 か れ た もの で あ り

(VALiv蓉ic,"ASogdianalphabetfromPe可ikant",in:M。BoyceandI.Gershevitch

(eds.),毘B.H8η 痂8膨 配or'α'vo'雌8,Loπ40π,1970,PP.256-63,with1P丑ate参

照),他 の1点 は骨 片 に書 か れ た もの で あ る(V.A.Liv§icandV.G,§koda,"Sogdij-

skienadpisiizxramaIvpenJ孟kente,in:1W1A,1982,pp」31-41参 照).な おB.

Mar蓉ak氏 が1994年10月 に,筆 者 に 口頭 で伝 え られ た と こ ろ に よれ ば,こ の 他 に も

数 点 の ア ル フ ァ ベ ッ トが ペ ン ジ ケ ン トで 発 掘 され て い る とい う.後 者 に は,Fakhr

ad-dinMub盃raksh5hMarvarr厩d五 に よ るペ ル シ ア 語 の 著 作 τα'πx一∫Mめ δr訳 ∫肋h

(AD.1206)に 引 用 さ れ た もの(EDRossandR.Gauthiot,"L'alpabetsogdiend'ap-

r6sunt6moignageduXIII・si6cle",孟n:踊,maijuin1913,pp.521-33参 照)とan・

Nadimに よる ア ラ ビ ア語 の 著 作Kit弛u'1-Fihrist(10世 紀 終 わ り)に 言 及 さ れ た もの

が あ る(B.Dodge,丁 舵F漉r∫ ∬(ゾ α'一1Vα4τ〃1,NewYorkandLondon,1970,1,p。33

参 照).

(36)PZieme,Df8∫'α わr8〃η'α'θ48rσ ∫8躍rθηvoη7躍 吻 π 聰41)朔 ん駕αη8,Budapest,

1990,pp.347-50及 び 拙 稿r史 学 雑 誌 」第102編 第4号(1993)112頁 参 照.
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字 のアルフ ァベ ッ トではあ り得 ない.し か も常用 され ない文字d,t,曾,qの 形 式

は,ペ ンジケ ン トで発 見 されたソグ ド文 字のアルフ ァベ ッ ト表 のそ れ と同 じで

(37)

あ り,こ れがソグ ド文字のアルフ ァベ ッ トであるこ とは疑 いが ない.文 書か ら

この資料 の時代 を特 定す ることはで きないが,用 い られている字体 は乱雑 に書

かれた草書体で はあ るものの,sと 蓉は確 実 に区別で きるか らそれ ほど遅 い時

期 の もの とは考 えられない.8世 紀 前後の もの と考 えて良いのではないだろ う

か.

奇 妙 なのは文字の配列で,ペ ンジケ ン トで出土 した ものでは文字 をアル ファ

ベ ッ トの順 に連 続 して書 い てい るの に対 して,こ の断片 では1文 字1文 字 が

別々 に,短 冊形の紙の短い辺 に沿 って3文 字ほ どずつ不規則 に書 かれていて,

アル フ ァベ ッ トの順番 を知る ことは必ず しも容易で はない.図 版(P畳.m)と の

比較 を容易 にす るた めに下の転写で は,文 書での相対 的位 置が把握 で きる よう

に翻字 を配列 し,ア ル ファベ ッ ト中の順番 を右 肩 に添 えておいた.

(')1d4z7x8kllml3`16c18r20Pδt

(β)2h5ξ9n14s15蓉2匪

(γ)3w6yloδ12P17q艮gt22

この アル ファベ ッ ト表 の もう一つの特殊性 は,22番 目の文字の後 にpδtと 読

む ことがで きる3文 字が添 え られていることであ る.本 来の22文 字 の後 に付 加

された文字 としては,従 来ペ ンジケ ン ト出土の表の δ,及 びイス ラム時代 の史

料 中の リス トの θ,x,δの3文 字が知 られていた.こ れ はその どれ とも一致 しな

い.こ の種 の付加要素が何 を意味す る ものかについては,Liv蓉icに よ って一つ

(37)

の 解 釈が提 出されてい る.彼 はア ラム文字 に由来す る22文 字 うちで,1文 字が

2つ ない し3つ の ソグ ド語の音素 を表す ような文字 が付 加 され ているので あ

り,当 該 の字形 がアル ファベ ッ トの本体 の中で持つ音価以外 の音価 を持つ こ と

を示す ものだ と考えた.付 加 された文字の音価 が明確 に示 されているペ ルシア

(37)上 記 注(35)に 引 用 したLiv蓉icの 論 文 を参 照 せ よ.
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語史料の場合には,ア ルファベット本体では8番 目の文字はアラビア文字のh6

に対応するものとされており,付 加要素ではkheに 対応する.ま た12番 目の文

字はアラビア文字の1且mの 音価 を持つのに対 し,付 加要素ではthe及 びdh6の
(38)

音 価 を持 つ.ペ ンジケ ン トのアルフ ァベ ッ トの場合 につ いて彼 は,ア ラム文字

の1に 由来す る文字 δが有声 と無声 の摩擦音[δ 】と[θ】を表す こ とか ら,後 者

を表記 す る文字 と して δが付 け加 え られた と してい る.

一 方Sims -Wllli㎜sは ペ ンジケ ン トの アルフ ァベ ッ トの最後 に付加 され た文

字 δについて,そ れがアル ファベ ッ ト本体 の文字 とは異 なる音価 を示す もので

ある と解す る点 ではLiv蓉icと 同 じだが,そ の音価 は{θ 】で はな く[1]で あ る と
(39)
した.彼 は文字 δが表記す る発音(国,[δ1,[0])の うち,[δ]と 田】の違 いは

ソグ ド人に とってそれほ ど重 大ではなかった とする.ま たウイグル文 字のアル

(40)
フ ァベ ッ ト表で も,末 尾 に文字1が 付 加 され てい るこ とに も言及す る.

この ように結論にやや違いはある ものの,本 来の22文 字 の後に付加 された文

字 を,文 字が表す発音の点か ら説明す る点でGauthiot,Liv蓉ic及 びSims-Wil-

liamsの3者 は一致 している.従 って我々の資料のpδtも その方面か らの説明

を模索すべ きか もしれない.実 際ペルシア語 史料が伝 える3文 字の うち[f肇 と

[θ】は,各 々文字pと δによって表記 される.し か し一方で,[刈 は説明 され

(38)こ の 点 で はGauthiotも 類 似 の 解釈 を して い るが,具 体 的 な 音価 に つ い て の解 釈 は

異 な る.Gauthiotの 研 究 は ソ グ ド語 学 の 最 初期 の もの で あ り,特 にソ グ ド語 の音 韻 体

系 に つ い て の理 解 は現 在 の そ れ と相 当 異 な る 時代 の 産物 な の で,こ こ で それ につ い て

論 じる こ と は しな い 。 な おGauthiotはFihristの 掲 げ る ソ グ ド文 字 の総 数 が24文 字

(文 字nが 脱 落 してい る とす る)の に対 して,Liv蓉icは25文 字 で あ る とす る.後 者 の

説 を支 持 すべ きで あ ろ う.

(39>Sims-Williams,"Thesound-systemandtheoriginsoftheUyghurscript",in:

踊269,1981,pp.347-60特 にpp.349-50参 照.

(40)彼 は8世 紀 の 書 記 者 が,ウ イ グ ル の ア ル フ ァベ ッ トを ま ね て,最 後 に[1】 を表 す

文 字 δ を添 え た の か も し れ な い と も言 って い る.し か し8世 紀 に既 に,ソ グ ド文 字

に由 来 す る ウ イ グル 文 字 に よっ て ウ イ グ ル語(な い しは古 代 の チ ュ ル ク語)を 組 織 的

に表 記 す る こ とが確 立 され て い た か ど うか は不 明 で あ り,こ の考 え を そ の ま ま受 け 入

れ る こ とは で き ない と思 う.
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ないままである.さ らに図版からも明かなとお り,pδtの3文 字は続け書 きさ

れてお り,先 行する22文 字 とは全 く異なる扱いを受けている.こ れはまたペン

ジケン トのアルファベ ットや,イ スラム史料に於いて付加された文字の場合 と

も相違する.こ れらのことから判断して,我 々の資料のpδtは 発音 を表す文字

を列挙 したものではない可能性が高い.し か しなが らその意味するところは,
(41)

不明 とせざるを得ない.

(42)

4広 東出土 の銀器 にみ られ るソグ ド文字の銘文

1984年9月29日,広 東省遂渓県附城区辺湾村で,金 銀器が秘蔵された陶器の
(43)

壷 が 発見 され た.そ のうちの1点 に銀製の碗があ り,そ の外 側の縁 にはア ラム

(41)ウ イ グルのアルファベットに付加 された1以 外の文字は,Ziemeに よれば 老,m,

qで あ るが,彼 は 乞及びqに ついてはアルファベ ット本体の文字とは異なる発音を

表す ものと考えているようである.Zieme,op.c此,pp.349-50参 照.一 方mの ほう

は,語 末の字形を示す ものと考えたのかもしれない.筆 者 自身は,付 加 された文字は

蓉,m,xで あ り,こ れらがアルファベット本体の文字 とは異なる発音を表す文字であ

ると見なすことはで きに くいと考える.な お3文 字の内の最初のものはZiemeの

Alphabet1以 外 ではすべて 駅 ただしこれは文字sと 区別できない字形)で ある.ま

たAlphabet1で もzの 読みは必ず しも確実ではない.こ の点についてはG。Clauson,

距rκ励 αη41匠oη80"側 ∫∫μ4'ε5,London,1962,pp.107,180-81も 参照せよ,

(42)こ こで扱 う銀器に関する報告が発表されていることを,筆 者に教示 された東海大

学の春田晴朗氏に感謝する.

(43)遂 渓県博物館 「広東遂渓県発現南朝窪蔵金銀器」『考古』1986年 第3期243-46

頁.中 国ではこれ以外にも何点か,ソ グド文字の銘文を持つ銀器は発見 されているよ

うである,そ のうちの1点 は,銘 文の模写が発表されている.『唐代金銀器」文物出版

社(1985)No.111参 照.こ れは1語 で 一Bntk「奴隷」で終わる人名であるが,8ntkに

先行する要素はよく読めない.も う1点 は未発表で,新 彊ウイグル自治区巴州文物保

存管理所が保管 している.筆 者は荒川正晴氏の好意により,そ の銘文の拓本をみるこ

とができた,銘 文は銀器の所有者と重量を古風な文字で書 き記している。そのうちの

1語 はS韮ms-W茎11iamsに よって引用されている.Sims-Williams,∫084ゴ 伽 伽40'ん 一

εrlrαη'αη'η∫cr∫画oη∫(ゾ'肋{加Pθr1π4κ3,II,London,1992,P.49(s.v.δrsmt)参

照.こ の同じ巴州文物保存管理所が保管する別の銀器にも銘文があるが,そ れはソグ

ド語ではない.林 梅村がソグド語とするのは誤解である.「 楼蘭王国と悠久の美女潮

日新聞社(1992)No.328及 び176頁 参照.筆 者はカローシュテイー文字の銘文(重 量

を表す数字)と 考えるが確信はない,中 世ペルシア語か もしれない.
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系の文字が書 き込 まれている.こ れは筆者の解読 によ り,ソ グ ド文字 ・ソグ ド

語 の銘文 であ ることが判明 した,こ こで はこの銘文 につ いて扱 う.

この銀器 は陶器の壷の一番上 にあったために破損が著 しく,そ の破片のすべ

てを回収 で きないため,復 元 して も完全 な形 にはな らないという.円 形で縁が

12の 花弁状 をな してい るこの碗 は,高 さが8cm,上 部 の最大の直径 が18cm,

底 の部分が7cmで あ る.外 側 には小 さな花の模 様があ る.ソ グ ド文字 の銘文 は
(44)

縁 の外周 のお よそ半周 を 占め る.壷 が埋蔵 された時代 は,別 に発見 されるササ

ンの銀貨 か ら推測 され る とい う.全 部で20枚,4種 類 の貨幣があ る.報 告者 は

各 々を1-IV式 と名付 け,1式 はシャープールIII世(383-88),II式 はヤズデギル

ドII世(439-57),III式 は ペー ローズ(459-84)のA型,IV式 は 同B型 で ある
(45)

とする.こ れによって資料の上限が知られ,そ れと埋蔵 までに経た期間を勘案

して,南 朝後期 に埋められたものであろうとしている.ソ グ ド文字の字体は模

写で判断する限 り,8世 紀の文書のそれに比べて確かに古風であ り,こ の時代
(46)

判定と矛盾 しない,

次に銘文の解釈に移る.解 読の鍵は最後の部分で,こ こには通常重量が書い

(44)報 告 者 は 中世 ペ ル シア 語 の 銘 文 とす るが 誤 解 で あ る.し か し姜 伯 勤 は下 記 注(52)

で 言 及 す る論 文 で,こ れ が 中世 ペ ル シ ア語 で は あ り得 ず東 イ ラ ン地 区 で使 わ れ て い た

ア ラ ム文 字 で あ る と して,ソ グ ド文 字 で あ る可 能 性 を示 唆 して い る.た だ し彼 自身 は

解 読 の試 み は して い な い.

(45)報 告 の 中 の模 写 に よっ て 判 断 す る限 り,4種 類 は す べ て ペ ー ロ 「ズ の もの に見 え

る.1-IIIで は王 冠 に 翼 が 見 え な い の で ゲ ー ブ ル の 分 類 に よ るII式,IVで は翼 が 見 え

る の でIII式 で あ る と考 え られ る.な お 下 位 分 類 は確 実 で は な い が,1及 びIIIはH/2,

IIはH/3,IVはIII/1に 分 類 さ れ る だ ろ う.こ の 分 類 に 関 し て はR.G6bl,∫ α∫αη'伽

ηπ癬 ∫〃2α∫∫c∫,Braunschweig,1971参 照.な お桑 山正 進 氏 は,こ れ ら4種 類 が す べ て

ペ ー ロ ー ズ の貨 幣 で あ る とす る筆 者 の考 え を確 認 して下 さ った.こ こ に記 して 謝 意 を

表 す.

(46}筆 者 に は イ ンダ ス 河 上 流 域 で 発 見 さ れ る碑 文 の 字 体 に近 い よ う に見 え る.こ れ ら

の資 料 に関 し て はN.Sims-Williams,5084'α π αη40∫舵r∬ アαη'απ,η5c吻,ゴoπ ∫σ,hε

ひpp87∬ π伽5,Vols.1-II,London,1989-92参 照.こ れ ら の碑 文 の 文 字 は,4世 紀 初

め の い わ ゆ る 「古 代 書 簡(AncientLetters)」 に近 い.Sims-Williams,op.c'義,Vo1」,

P,8参 照.
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てある.実 際,20を 表す数字が2つ(つ まり40)あ ることは明かで,そ れに続

く5文 字か ら成る語は重さの単位であるに違いない.用 いられる単位は早い時

期ではスタテル,後 期では ドラクマであることが知 られている.文 字の形式か

らドラクマ(δrxm)と 読むことは不可能で,全 体はstyrkと 読むことができる.

styrkはstyrに 接尾辞のkが 付加 された形式で,ス タテルを意味する.別 に接

尾辞 一cが付加されたstyrchと いう形式も,4世 紀初めのいわゆる「古代書簡」

では知 られている.

数字の40の 直前にある2つ の文字のようなものは,1の 位の数字で2を 示す

ものであろう.通 常ソグド語の数字では1の 位の数は10の 位の数の後に書かれ
(47)

るが,逆 になってい る場合 がある ことが報告 されている.2つ は どち らもnな

い しはwの ような半円形の文字で,ZYと 読 むことは全 く不可能 である.

ところで,ス タテル を意味す るstyrkは もう1例,ペ ルムで発見 され帝政 時

代 にエル ミター ジュ博物館 に入 った銀器の銘文 にも見いだ される.こ の銘 文は
(48)

最近ではLiv蓉icとLukoninに よって研究された.奇 妙なことにそこでも1の

位の数字が10の 位の数に先行するという.ま たその銘文の字体は「古代書簡」の

それに似ているといい,こ の点でも広東出土の銀器の銘文と一致する.一 致は

それだけではない.広 東の銀器の銘文では数字の直前に,文 字には見えないデ
(49)

ザ インがあ る.そ れ に先行す る部分 には,所 有者の人名や称 号が期待 され る.

この部分 の模写 された14個 の文字 には,語 の切 れ 目らしい もの は見あた らない

が,終 わ りの9文 字 はc'c'nn'pcと 読 むこ とが で きる.た だ しnとpの 読み に

は不安 が残 る.特 にpはwの ように も見え る.と ころでペルムの銀器 の銘文

で も,Liv導icとLukoninは 数 字 に直接先行 す る部分 をc'c'nn'pcと 読 んで い

る.彼 らもnの 読み に不 安があ るらし く,wの 可能性 もある としている.比 較

(47)Liv忌ic,op。c舐,p.256,n.2参 照.そ こで は この 配 列 は ブハ ラ式 と呼 ばれ てい る.

(48)VALiv蓉icandV.G↓ukonin,VDJ,1964,pp.170-72参 照.

(49)こ の デ ザ イ ンが 何 を意 図 した もの か 分 か ら ない.所 有 者 の マ ー クの よ う な もの で

あ ろ う か.ち な み にペ ル ム の 銀 器 に も タ ム ガが 見 え る と い う.Liv蓉icandLukonin,

砺4.参 照.
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を容易 にす るために2つ の銘 文の転写 を掲 げてお く.

(a)】_spc'c'nn'pc<tamgha?>ilxxxxstyrk

(50)(b)
my'rh"w/nc'c'nn'pciiiiiiiiixxxstyrk

2つ の銘文 の一致 は偶然 ではあ りえず,同 じ時代 同 じ工房 で作 成 された もの

であろ う.な おペル ムの銀器の重量 は636グ ラ ムであ るが,全 体の20分 の1程

度が破 損 によって失 われ ている とい う。 この ことか らstyrkが,確 かにス タテ
(51)

ル を表 してい て,ド ラクマに対応 していない ことが分か る.

c'c'nn'pcはLiv善icandLukoninに よれば,チ ャーチすなわち タシュケ ン ト

と関連す る一種 の あだ名 であ ろう とい う.n'pは 「人民,国 民」を意味す るの

で,全 体 を字義 どお り訳 せば「タシュケ ン トの 人民 に関 わる」となる とする.こ

の理解 は基本 的に正 しい と思われ るが,広 東の銀器 では先行 する部分 はペルム

のそれ とは明 らかに異な るので,異 な る固有 名詞 に この同 じ語が後続 していた

こ とにな り,あ だ名 とい うよ り称号 あ るいは出身;地を表 す語 であった可 能性 の

方 が高 い と考 える.

こ こでの議論 はすべ て銘文 の模写 に基づ いている.筆 者が斉東方氏 の手 を煩

わせ て入手 し得 た写真 では,銘 文 は まった く見 えない.そ の意味 ではこの研究

(50)こ の 銀 器 と銘 文 の 写 真 はJa.1.Smirnov,γo∫ ∫o渤oε ∫εr8わrofA"α3〃8vη φ ∫6rε.

勿 απの'zo'o∫ の_,St.Petersburg,i909,XXV,53に あ る.筆 者 は 田辺 勝 美 氏 の好

意 に よ り,こ の 部 分 の コ ピー を入 手 す る こ とが で きた.比 較 してみ る と2つ の銘 文 の

字 体 は確 か に酷 似 して い る.ま たEHerzfeld,撫5〃 伽o-5α ∫α〃'側co'η ∫,Calcutta,

1930,p.23に も銘 文 の 模 写 が 掲 載 さ れ て お り,そ れ を利 用 す る こ と も で き る.

Herzfeldの 本 の 利 用 を可 能 に して 下 さ っ た 熊 本 裕 氏 に 感 謝 す る.な おLiv蓉icと

Lukoninがhと 読 もう とす る文 字 は,奇 妙 な外 見 で は あ る がxと 読 む こ とが で き

る.こ の 字 形 に 関 して はV.A.Liv蓉ic,K.V.KaufmanandLM.D'jakonov,V1)∬,1954,

no,1,p.153に あ る,ブ ハ ラ 文字 のxの 形 も参 照 せ よ.従 って 全 体 はmy'rx"nと 読

まれ る.my'もrx"nも ソ グ ド語 の 人 名 あ る い は そ の 要 素 と して 在 証 さ れ て い る.

Sims-Williams,ひ ρPεr1η伽 ∫II,PP.57,68参 照.

(51}コ レズ ム語 の'strkが デ ィル ハ ム を意 味 す る こ とか ら,styrkも ドラ ク マ に対 応 す

る の で は ない か と 考 え る む きが あ っ た.Henning,"Mitteliran壼sch",in:Hα η4伽 碗

4εrOr'θ η'α'ゴ∫繊,111V11,Leiden-K61n,1958,pp.20-130特 にp53参 照.
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は,資 料の存在の報告以上の ものではない.今 後は写真ない しは実物によって
(52)

研究を進める必要があり,こ の短い報告がその引金になれば幸いである.

5py詠wrと 卑 　 屈

かつ てR.G6blが 発 表 した コイ ンのなかに,ペ ーローズの銀貨の模 造品で ト

カ レス タンの北 部で流 通 していた ものがあ ゆ,そ こにはいわ ゆる カウ ンター

マー クが押捺 され ていた.彼 はそれ をバ ク トリア語であ ると考 え一応の解読 を

(53)

提 案 してい る.こ の 同 じカウ ンターマ ークはモス クワにあ る国立歴 史博 物館 が

保管す る,ペ ー ローズの銀貨 の模造品 にも見 られる.最 近S.D.LoginovとA.

B.Nikitinは 後 者の銀貨 のカウ ンターマークの拡大写真 を発 表 し,あ わせ てそ

の読み(py甑wrあ る いはpy蓉rwk)も 提 案 している.彼 らに よれば,こ れ はサ

サ ンの銀貨 の模造 品に しば しば見 られるソグ ド文字 によるカウンターマーク と

同様,西 トルキスタ ンの支配者 の称号 あるいは名前 であろう とい う.ま たこの

同 じカ ウ ンターマ ークの崩 れた形 はメ ルヴで発 見 され た カワー ド1世(484,
(54)

488-97,499-531)の コ イ ン に も 見 ら れ る と い う.

(52)こ の 種 の 階唐 以 前 の 金 銀 器 が 広 東 で発 見 され る こ とは,ソ グ ド人が 南 海 貿 易 に も

進 出 して い た こ と を示 唆 し,東 西 交 渉 史 の 上 か ら も興 味 深 い.姜 伯 勤 は既 に 「広 州 与

海 上 綜綱 之 路 的伊 蘭 人 」(『広 州 与 海上 綜 綱 之 路 」広 東 省 社 会 科 学 院1991年1月,21

-33頁)と 題 す る論 文 を発 表 し,こ の 問 題 を扱 っ て い る.こ の 論 文 の コ ピー は 池 田温

氏 の好 意 に よ り入 手す る こ とが で きた 。 そ こ で は触 れ られ てい ない が,わ が 法 隆 寺 旧

蔵 の8世 紀 に将 来 され た と考 え られ る香 木 に ソ グ ド語 の焼 印が あ り,そ れ と イ ス ラ ム

史料 を使 っ て,ソ グ ド人 の 南 海 貿 易 につ い て論 じた 論 文 に,家 島彦 一 「法 隆 寺 伝 来 の

刻 銘 入 り香 木 を め ぐ る問 題 」(「ア ジ ア ・ア フ リカ言 語 文 化 研 究 』37号(1989)123-

41:頁)も あ る.

(53)R.G6b1,Doた π配θ班8zκrG85c痂cゐ'θ4ε7〃 αη'∫cんε〃H朔 π6η'πBα ㍑r'θπ 麗π4'η.

4'εη,Wiesbaden,1967,Bd.II,p.142,Bd.III,Tafel75,2831b,1,7,andBd.IV,

Tafe19,KMll5参 照.

(54)S。D.LoginovandA.B.Mkitin,Mωopo∫ α7η'α,VoL28,1993,pp,274-75with

Fig。i6:A参 照.ち な み に彼 らが 言 及 す る 称 号 に はtkyn「 王 子(チ ュ ル ク語)」 δ蓉cy

Bγy「創 造神 」xwB「 王,領 主」が あ る.
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問題のカウンターマークの正 しい読み(py甑wr)と,そ れが称号 というより

む しろ支配者の名前 らしいことは,ト ルファンのアスターナ出土で,高 昌国時

代の売買税である称価銭を記録 した文書に現れるソグド人の人名から推測され

る.こ の文書によれば麹氏高昌国時代のある年に,2人 のソグド人曹迦鉢 と何
(55)

卑　屈 は銀2斤 を売買 し,称 価銭2文 を納入 した.迦 鉢の原語 は不明 だが卑　

屈(中 古音:pjie§ik'1gt)の ほ うは,カ ウンターマー クに現れ たpy§kwrと 同

じ名前 で あ るこ とは明 かであ る.つ ま りソグ ド語 には従 来知 られ てはい ない

が,py甑wrと い う人名 が存在 していて,あ る時代(お そ ら く6世 紀)の ソグ

デ ィァナを含 む地方 の支配者 はその名前 であった.彼 は模造 した銀貨 に 自分 の
(56)

名 前 を押捺 して流通 させ ていた.ま たその同 じ名前 を持 った何 国(ク シ ャーニ

ヤ)出 身のソグ ド商入が,7世 紀 に トル ファンで交易 を行 っていたこ とにな る.

類 似 の事例 は,ペ ンジケ ン トの中国式方孔銅貨 に表記 された支配者 の名前 に

も見 られ る.0.1.Smimovaは そ の名前 を称号 とともに,pncyMR'Yn'm'wky'n
(57)

と読 み,'m'wky'nはcm'wky'nと も読 める としている.後 者 の読 みのほ うが正

しい ことは,敦 燵 にあった ソグ ド人集落従 化郷 の8世 紀 中葉 の差科 簿 に現 れ る
(58)

人 名 の康之 目延 か ら推測 され る.彼 の名前の之 目延(t6imiukian)が,貨 幣 に見

られ る王の名前 のcm'wky'nと 同 じである ことは明 らかであ る.

(55)『 吐魯番出土文書」第三冊 北京 文物出版社(1981)318頁 及 び,姜 伯勤 『敦煙吐

魯番文書与綜綱之路』北京 文物出版社(1994)175頁 参 照.「 吐魯番出土文書』第三

冊には,7世 紀前半の唐の西州時代以前の文書が収録されてお り,こ こで言及 した文

書 もその時代のものである。

(56)残 念 なが ら6世 紀頃と考えられるこの支配者の記録を,筆 者は漢文の史書のなか

に見いだすことができなかった.無 論この時代ソグディアナを含む:地域はエフタルあ

るいは西突厭の支配下にあったので,現 在のところソグ ド語で語源を解明できないこ

の名前が,本 来エフタルないしはチュルクの入名であった可能性 もある.

(57)0.LSmirnova,3vo伽)ヴ 陀α∫α'08∫084加 た㍑ η20η8',Moscow,1981,pp.46-47,

230-32参 照,な おこの貨幣に関しては,沖 田宏之氏が大阪大学文学部に提出した平成

6年 度卒業論文「七 ・八世紀のソグディアナ出土銅貨についての考察」も参考にした,

(58)池 田温 「8世 紀中葉における敦煙のソグ ド人聚落」「ユーラシア文化研究』1(19

65)49-92頁(特 に65頁)参 照.
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